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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ン ク リ ー ト 又 は 石 材 で 構 築 さ れ た 既 存 構 造 物 が 設 置 さ れ た 地 盤 に 複 数 の 鋼 管 杭 を 隣 接  
さ せ て 打 設 し て 連 続 壁 を 構 築 す る 連 続 壁 構 築 方 法 で あ っ て 、
後 行 の 鋼 管 杭 を 回 転 圧 入 で き る 鋼 管 杭 圧 入 装 置 を 用 い て 、 先 端 に ビ ッ ト を 備 え た 先 行 切 削  
用 鋼 管 に よ り 、 前 記 既 存 構 造 物 を 打 ち 抜 く 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 と 、
　 該 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 の 後 、 支 持 層 ま で 到 達 す る 前 に 前 記 先 行 切 削 用 鋼 管 を 引 き 上 げ  
る 先 行 切 削 用 鋼 管 引 上 げ 工 程 と 、
　 後 行 の 鋼 管 杭 を 鋼 管 杭 圧 入 装 置 に 取 り 付 け て 、 該 後 行 の 鋼 管 杭 を 地 盤 中 の 所 定 の 支 持 層  
ま で 回 転 圧 入 ま た は 圧 入 す る 後 行 鋼 管 杭 打 設 工 程 と 、 を 備 え 、
　 前 記 後 行 の 鋼 管 杭 は 、 先 行 切 削 用 鋼 管 の 外 径 よ り も 小 径 で 、 そ の 先 端 ま た は 周 面 、 あ る  
い は そ の 両 方 に 、 先 行 切 削 用 鋼 管 の 外 径 よ り 径 の 大 き い 羽 形 状 部 材 を 単 数 段 も し く は 複 数  
段 設 け た も の で あ り 、
前 記 後 行 鋼 管 杭 打 設 工 程 は 、 前 記 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 で 既 存 構 造 物 に 形 成 さ れ た 打 抜 き  
孔 の 内 面 に 、 螺 旋 溝 の よ う な 凹 部 形 状 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 連 続 壁 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 後 行 の 鋼 管 杭 は 、 先 端 部 の み 又 は 全 部 が 耐 摩 耗 鋼 に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 連 続 壁 構 築 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】

請求項の数　2　（全6頁）
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 河 川 や 堤 防 等 の 護 岸 構 造 や 、 道 路 擁 壁 構 造 等 の コ ン ク リ ー ト 又 は 石 材 で 構 築  
さ れ た 既 存 構 造 物 の 改 修 ま た は 補 強 を 行 う た め の 施 工 法 に 関 し 、 前 記 既 存 構 造 物 が 設 置 さ  
れ た 地 盤 に 複 数 の 鋼 管 杭 を 隣 接 さ せ て 打 設 し て 連 続 壁 を 構 築 す る 連 続 壁 構 築 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 「 護 岸 の 連 続 構 築 方 法 お よ び 河 川 の 拡 幅 工 法 」 は 、 鋼 管 杭 を 回  
転 圧 入 で き る 鋼 管 杭 圧 入 装 置 を 用 い て 、 先 端 に ビ ッ ト を 備 え た 切 削 用 鋼 管 杭 を コ ン ク リ ー  
ト 護 岸 に 打 ち 抜 い て 圧 入 し て 鋼 管 杭 列 を 構 築 す る 方 法 で あ る 。
　 先 端 に ビ ッ ト を 備 え た 切 削 用 鋼 管 杭 を 用 い る こ と に よ り 、 切 削 能 力 が 増 し 、 コ ン ク リ ー  
ト な ど の 既 存 構 造 物 や 障 害 物 を 破 壊 で き る メ リ ッ ト が あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 許 第 ４ １ ０ ５ ０ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の 方 法 で は 、 杭 と し て の 支 持 力 を 得 る た め 、 コ ン ク リ ー ト な ど の 既 存 構 造 物  
を 打 ち 抜 い た の ち 、 所 定 の 地 中 深 度 ま で 施 工 （ 回 転 圧 入 に よ る ） を 継 続 す る 必 要 が あ る 。
　 し か し な が ら 、 先 端 に ビ ッ ト を 有 す る 鋼 管 杭 を 圧 入 す る と 、 回 転 施 工 す る ビ ッ ト に よ り  
支 持 地 盤 が 乱 さ れ 、 地 耐 力 が 低 下 し 、 鋼 管 杭 の 支 持 力 性 能 が 低 下 す る こ と が 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 支 持 地 盤 の 耐 力 低 下 を 抑  
制 し 、 鋼 管 杭 の 支 持 力 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る 連 続 壁 構 築 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的  
と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
（ １ ） 本 発 明 に 係 る 連 続 壁 構 築 方 法 は 、 コ ン ク リ ー ト 又 は 石 材 で 構 築 さ れ た 既 存 構 造 物 が  
設 置 さ れ た 地 盤 に 複 数 の 鋼 管 杭 を 隣 接 さ せ て 打 設 し て 連 続 壁 を 構 築 す る 連 続 壁 構 築 方 法 で  
あ っ て 、
　 鋼 管 杭 を 回 転 圧 入 で き る 鋼 管 杭 圧 入 装 置 を 用 い て 、 先 端 に ビ ッ ト を 備 え た 先 行 切 削 用 鋼  
管 に よ り 、 前 記 既 存 構 造 物 を 打 ち 抜 く 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 と 、
　 該 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 の 後 、 支 持 層 ま で 到 達 す る 前 に 前 記 先 行 切 削 用 鋼 管 を 引 き 上 げ  
る 先 行 切 削 用 鋼 管 引 上 げ 工 程 と 、
　 後 行 の 鋼 管 杭 を 鋼 管 杭 圧 入 装 置 に 取 り 付 け て 、 該 鋼 管 杭 を 地 盤 中 の 所 定 の 支 持 層 ま で 回  
転 圧 入 ま た は 圧 入 す る 後 行 鋼 管 杭 打 設 工 程 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ ２ ） ま た 、 上 記 （ １ ） に 記 載 の も の に お い て 、 前 記 後 行 の 鋼 管 杭 は 、 先 端 部 の み 又 は 全  
部 が 耐 摩 耗 鋼 に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 鋼 管 杭 を 回 転 圧 入 で き る 鋼 管 杭 圧 入 装 置 を 用 い て 、 先 端 に ビ ッ ト を  
備 え た 先 行 切 削 用 鋼 管 に よ り 、 前 記 既 存 構 造 物 を 打 ち 抜 く 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 と 、 該 既  
存 構 造 物 打 抜 き 工 程 の 後 、 支 持 層 ま で 到 達 す る 前 に 前 記 先 行 切 削 用 鋼 管 を 引 き 上 げ る 先 行  
切 削 用 鋼 管 引 上 げ 工 程 と 、 後 行 の 鋼 管 杭 を 鋼 管 杭 圧 入 装 置 に 取 り 付 け て 、 該 鋼 管 杭 を 地 盤  
中 の 所 定 の 支 持 層 ま で 回 転 圧 入 ま た は 圧 入 す る 後 行 鋼 管 杭 打 設 工 程 と 、 を 備 え た こ と に よ  
り 、 地 盤 中 の 支 持 力 に お い て 、 従 来 の 切 削 用 鋼 管 杭 の よ う に 先 端 の ビ ッ ト に よ っ て 地 盤 を  
乱 す こ と な く 、 鋼 管 杭 を 打 設 す る こ と が で き 、 鋼 管 杭 の 支 持 力 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な  
る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 連 続 壁 構 築 方 法 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 後 行 鋼 管 杭 打 設 工 程 で 用 い る 鋼 管 杭 の 他 の 態 様 の 説 明 図 で  
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 連 続 壁 構 築 方 法 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 コ ン ク リ ー ト 又 は  
石 材 で 構 築 さ れ た 既 存 構 造 物 １ が 設 置 さ れ た 地 盤 に 複 数 の 鋼 管 杭 ３ （ 図 １ （ ｃ ） （ ｄ ） 参  
照 ） を 隣 接 さ せ て 打 設 し て 連 続 壁 を 構 築 す る 連 続 壁 構 築 方 法 で あ っ て 、 既 存 構 造 物 打 抜 き  
工 程 と （ 図 １ （ ａ ） 参 照 ） 、 先 行 切 削 用 鋼 管 引 上 げ 工 程 と （ 図 １ （ ｂ ） 参 照 ） 、 後 行 鋼 管  
杭 打 設 工 程 と （ 図 １ （ ｃ ） （ ｄ ） 参 照 ） 、 を 備 え て い る 。
　 以 下 、 各 工 程 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 な お 、 既 存 構 造 物 １ は 、 河 川 や 堤 防 等 の 護 岸 構 造 や 、 道 路 擁 壁 構 造 等 の コ ン ク リ ー ト 又  
は 石 材 で 構 築 さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 は 、 こ れ ら の 既 存 構 造 物 １ の 改 修 ま た は 補 強 を 行  
う た め に 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
＜ 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 ＞
　 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 は 、 鋼 管 杭 を 回 転 圧 入 で き る 鋼 管 杭 圧 入 装 置 ５ を 用 い て 、 先 端 に  
ビ ッ ト ７ を 備 え た 先 行 切 削 用 鋼 管 ９ に よ り 、 既 存 構 造 物 １ を 打 ち 抜 く 工 程 で あ る （ 図 １ （  
ａ ） 参 照 ） 。
　 既 存 構 造 物 １ は 、 前 述 し た よ う に 、 河 川 や 堤 防 等 の 護 岸 構 造 や 、 道 路 擁 壁 構 造 等 の コ ン  
ク リ ー ト 又 は 石 材 で 構 築 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 の 施 工 範 囲 は 、 コ ン ク リ ー ト や 石 材 で 構 築 し た 既 存 構 造 物 １ の 打  
ち 抜 き だ け に 留 ま ら ず 、 支 持 力 盤 の 直 前 ま で 施 工 し て も よ い 。
　 な お 、 先 行 切 削 用 鋼 管 ９ に 設 け ら れ て い る ビ ッ ト ７ は 、 コ ン ク リ ー ト 又 は 石 材 で 構 築 さ  
れ た 既 存 構 造 物 １ を 打 ち 抜 く こ と が で き る も の で あ り 、 刃 先 と な る 超 硬 合 金 あ る い は ダ イ  
ヤ モ ン ド チ ッ プ と こ れ を 保 持 す る 鋼 製 の 台 金 か ら 構 成 さ れ る 突 起 状 の 部 材 の よ う な も の を  
い う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
＜ 先 行 切 削 用 鋼 管 引 上 げ 工 程 ＞
　 先 行 切 削 用 鋼 管 引 上 げ 工 程 は 、 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 の 後 、 支 持 層 ま で 到 達 す る 前 に 先  
行 切 削 用 鋼 管 ９ を 引 き 上 げ る 工 程 で あ る （ 図 １ （ ｂ ） 参 照 ） 。
　 先 行 切 削 用 鋼 管 ９ を 引 き 上 げ た 後 は 、 先 行 切 削 用 鋼 管 ９ を 鋼 管 杭 圧 入 装 置 ５ か ら 取 り 外  
す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
＜ 後 行 鋼 管 杭 打 設 工 程 ＞
　 後 行 鋼 管 杭 打 設 工 程 は 、 後 行 の 鋼 管 杭 ３ を 鋼 管 杭 圧 入 装 置 ５ に 取 り 付 け て 、 鋼 管 杭 ３ を  
地 盤 中 の 所 定 の 支 持 層 ま で 回 転 圧 入 ま た は 圧 入 す る 工 程 で あ る （ 図 １ （ ｃ ） （ ｄ ） 参 照 ） 。
　 後 行 鋼 管 杭 打 設 工 程 で 用 い る 鋼 管 杭 圧 入 装 置 ５ は 、 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 で 用 い た も の  
と 同 じ も の で あ っ て も よ い し 、 別 の 装 置 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 後 行 鋼 管 杭 打 設 工 程 で 用 い る 鋼 管 杭 ３ に は 、 先 行 切 削 用 鋼 管 ９ の よ う に 既 存 構 造 物 １ を  
打 ち 抜 く 機 能 を 有 す る よ う な ビ ッ ト ７ は 設 け ら れ て い な い 。
　 な お 、 後 行 鋼 管 杭 打 設 工 程 で 用 い る 鋼 管 杭 ３ は 、 先 行 切 削 用 鋼 管 ９ の 外 径 よ り も 小 径 の  
も の を 用 い て も よ く 、 こ の 場 合 に は 、 打 設 し た 後 行 の 鋼 管 杭 ３ の 周 囲 に セ メ ン ト ミ ル ク 等  
を 注 入 し 地 盤 抵 抗 力 を 増 大 さ せ る よ う に し て も よ い 。
　 な お 、 上 述 し た よ う に 先 行 切 削 用 鋼 管 ９ に 対 し て 、 外 径 の 小 さ い 後 行 の 鋼 管 杭 ３ を 用 い  
る 場 合 、 こ の 後 行 の 鋼 管 杭 ３ の 先 端 ま た は 周 面 、 あ る い は そ の 両 方 に 、 羽 形 状 部 材 を 単 数  



10

20

30

40

50

JP 7290105 B2 2023.6.13(4)

段 も し く は 複 数 段 設 け て も よ い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 鋼 管 杭 ３ の 支 持 力 が さ ら に 増 大  
す る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 羽 形 状 部 材 は 、 羽 外 径 が 先 行 切 削 用 鋼 管 ９ の 外 径 以 下 と す れ ば 、 施 工 時 の 抵 抗 が  
少 な く 後 行 の 鋼 管 杭 ３ の 施 工 が ス ム ー ズ と な る 。 一 方 、 十 分 な 支 持 力 増 大 効 果 を 得 る た め  
に は 、 羽 外 径 が 後 行 の 鋼 管 杭 ３ の 外 径 の 1 0 ％ 以 上 大 き い こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 羽 外 径 が 先 行 切 削 用 鋼 管 ９ の 外 径 よ り 大 き い 場 合 、 コ ン ク リ ー ト や 石 材 で 構 築 さ  
れ た 既 存 構 造 物 １ の 再 打 ち 抜 き の 際 に 、 抵 抗 力 が 生 じ 、 施 工 上 は デ メ リ ッ ト と な る 。 し か  
し 、 こ の 場 合 、 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 で 既 存 構 造 物 １ に 形 成 さ れ た 打 抜 き 孔 の 内 面 に 、 例  
え ば 螺 旋 溝 の よ う な 凹 部 形 状 が 形 成 さ れ る こ と か ら 、 セ メ ン ト ミ ル ク 等 に よ る 一 体 化 が よ  
り 強 固 と な る 利 点 も あ る 。     
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 後 行 の 鋼 管 杭 ３ は 、 先 端 部 の み 又 は 全 部 が 耐 摩 耗 鋼 に よ っ て 形 成 さ れ た も の で あ  
る こ と が 好 ま し い 。
　 耐 摩 耗 鋼 を 使 用 す る こ と で 、 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 で 既 存 構 造 物 １ に 形 成 さ れ た 打 抜 き  
孔 に 再 貫 入 す る 際 に 、 杭 の 損 傷 を 防 止 で き る 。
　 使 用 す る 耐 摩 耗 鋼 と し て は 、 表 面 ブ リ ネ ル 硬 さ （ J I S   Z   2 2 4 3  : 2 0 1 8 試 験 に よ る ） が  
公 称 値 で 3 4 0 （ ± 3 0 ） 以 上 の も の を 用 い る こ と が 望 ま し い 。
　 ま た 、 耐 摩 耗 鋼 の 加 工 性 、 溶 接 性 を 考 慮 す る と 、 表 面 ブ リ ネ ル 硬 さ （ J I S   Z   2 2 4 3 ： 2  
0 1 8 試 験 に よ る ） が 公 称 値 で 6 0 0 以 下 の も の と す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 耐 摩 耗 鋼 を 鋼 管 杭 ３ の 先 端 に 用 い る 場 合 の 態 様 と し て は 、 例 え ば 図 ２ に 示 す よ う に 、 耐  
摩 耗 鋼 で 形 成 さ れ 、 鋼 管 杭 ３ の 先 端 の 湾 曲 沿 う よ う に 湾 曲 し た 板 状 体 １ １ を 鋼 管 杭 ３ の 先  
端 に 所 定 の 間 隔 で 固 定 す る よ う に す れ ば よ い 。
　 こ の 場 合 、 板 状 体 １ １ の 形 成 方 法 と し て は 、 鋼 管 杭 ３ の 断 面 形 状 に 合 わ せ て 所 定 の 曲 面  
加 工 を 施 し た 耐 摩 耗 鋼 を 所 定 の 長 さ で 分 割 す る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 先 行 す る 既 存 構 造 物 打 抜 き 工 程 で は 先 端 に ビ ッ ト ７ を 有 す る 先  
行 切 削 用 鋼 管 ９ を 用 い 、 後 行 の 後 行 鋼 管 杭 打 設 工 程 で は 、 既 存 構 造 物 １ を 打 ち 抜 く 機 能 を  
有 す る ビ ッ ト ７ を 有 し て い な い 鋼 管 杭 ３ を 用 い る よ う に し て い る の で 、 地 盤 を 乱 す こ と な  
く 鋼 管 杭 ３ を 打 設 す る こ と が で き 、 地 盤 中 の 支 持 力 に お い て 、 従 来 の 切 削 用 鋼 管 杭 の よ う  
に 先 端 の ビ ッ ト ７ に よ っ て 地 盤 を 乱 す こ と な く 、 鋼 管 杭 ３ を 打 設 す る こ と が で き 、 鋼 管 杭  
３ の 支 持 力 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 後 行 の 鋼 管 杭 ３ の 先 端 部 ま た は 全 部 に 耐 摩 耗 鋼 を 使 用 す る こ と で 、 一 旦 切 削 し た  
、 コ ン ク リ ー ト や 石 材 で 構 築 さ れ た 既 存 構 造 物 １ に 再 貫 入 す る 際 に 、 杭 の 損 傷 を 防 止 で き  
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 河 川 や 堤 防 等 の 護 岸 構 造 や 、 道 路 擁 壁 構 造 等 の コ ン ク リ ー ト 又 は 石 材  
で 構 築 さ れ た 既 存 構 造 物 の 改 修 ま た は 補 強 を 行 う た め の 連 続 壁 施 工 法 に 関 す る も の で あ る  
が 、 例 え ば コ ン ク リ ー ト 製 の 基 礎 ス ラ ブ な ど の 障 害 物 が 土 中 に 存 在 す る 状 況 に お い て 鋼 管  
基 礎 杭 を 離 散 的 に 打 設 す る 際 に も 適 用 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 １   既 存 構 造 物
　 　 ３   鋼 管 杭
　 　 ５   鋼 管 杭 圧 入 装 置
　 　 ７   ビ ッ ト
　 　 ９   先 行 切 削 用 鋼 管
　 １ １   板 状 体
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

JP 7290105 B2 2023.6.13(6)

フロントページの続き

(56)参考文献 特開２００５－１３３３４８（ＪＰ，Ａ）
実開昭６１－０３２２８８（ＪＰ，Ｕ）
特開２０１９－０４４４８３（ＪＰ，Ａ）
特開２０１４－０６６０７０（ＪＰ，Ａ）
特開２００１－１７２９７０（ＪＰ，Ａ）
実開平０４－０７７６３２（ＪＰ，Ｕ）
特開２００２－０３８４８１（ＪＰ，Ａ）
特開２００１－３２３４６４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｅ０２Ｄ      ５／０４
Ｅ０２Ｂ      ３／１２
Ｅ０２Ｄ      ７／２０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

